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7 3 - S - 2 9 E.A.Frieman,et.al.
T oroidalEffectsonMagnetohydrodynamicModesin Tokamaks
R e f . PPL/MATT-942/72, Princeton
7 3 - S - 3 0 T o y a m a et.al.
C r a p 恒 c a l DisplayofDataonMagneticTapeComputedby
H I T A C 8 5 0 0 Computer,Using FACOM 230-35Computer
a n d F A C O M 6 2 3 2A GTaPhfcDisplay
R e f . I P P J - T - 1 0 , Nagoya, 1972
7 3 - S - 3 1 T .N ish iy am a




UsefulFormulaeand Calcu lated F unctions for the
-lLumino,us"Electron
Ref.LNF-72/56,Frascati (R om a )
73-S-3C.Parisi
OnNonI｣inearExternal F ield E ffects in Q uasi-
Superconducting Films
Ref. LNfL72//76,Frascati (Rom a )
73-S-34C.Lucanoet.al.
Exp.erimentalCheckofNon L il)ear E ffects in A I
Thin FilmsClose to Tc
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プレプリント案内
Ref. IJNF-72/77, Frascati (Roma)
73-S-35 R.Abeand S.Hikami





































































Ref. D'pl卜 T/73/1, Saclay
73-S-54 TosicB.S.and VukajlovicF.R.
Spin-Phonon InteractionintheHeisenberg-Ferromagnet




73-S-56 DmitrevskiyYu. P.and MelnikYu.M.
ThermalAccousticOscillationsinHydrogen, Nitrogerl
andOxigen


















Rpf. PPL/他 TT-933/72, Princeton
73-S-61 ThomasH.Stix
DecayofPoloidalRotation inaT(-kamakPlasma







Ref. PPL/M TT-939/72, Princeton
73-S-64 W.M.HookeandJ.･C.Hosea














































Ref. TR-EE 72-26, PurdueUniv.
l
73-S-76 P.GrassbergerandH.Kuhnelt
CrossingSum RulesApplied to inequalitieson
S and Pwaves
73-S-77 M.S.γomasetal









(59)18. HisaoOKAMOTO, Shir° ISA米,NaganoriHIJIKURO and
HazimeMORI
A SirnplifiedTheoryofLiquid-Solid Transitions.IV














(64)28. S.0ユawaand S.Wakiand T.Teranishi
MAGNETIC ANI)ELECTRICAL PROPERTIES OF 3d
TRANgITION METAL DISULFIDES HAVING THE
PYRITE STRUCTURE




(67) 1. Junzo CHJHARA
IntegralEquationsforFluidswith Long-.Rangeand
Short-RangePotentials





(69) 2. JunzoChihara .
Space-TimeCorrelationFunctionsinQuar)taland●
ClassicalBir】aryMixtures.I
0eneralFormalism arld ltsApplication toClassical
Hard-SphereMixtures













TREE-STATE POIT MODEL AND ANOMALOUS TRICRI-
TICAI｣POINTS








































FunctionsofParticle Systems,With Electrostatic lnteraction.
廿. The ThirdVirialCoefficient
o●A.G.Sitenko
NonlinearWave Interactionand Fluctuationsin Plasma
〔広大 ･西川研〕
o T.Ohnuma, S.Miyake, T.Watanabe, T.Watariand T.Sato






























4月 26日､ 正 田 明 華 氏 (北大応用電気研 )
｢核磁気共鳴による強誘電体の相転移の研究J.





2月 10日 小 谷 章 雄 氏 (物性研 )
｢不完全穀を持っ金属における内穀電子励起の光スペクトル｣
2月 17日 町 田 一 成 氏 (教育大理 )
｢SingletBound Stateの超伝導-の影響｣
2月 24日 安 藤 恒 也氏 (東大理 )
｢2次元強磁場中の伝導現象｣
3月 10日 久 保 亮 五 氏 (東大理 )
｢DynamicsofCriticalFluctuation and
Relaxatior】｣
3月 17■日 , 守 谷 亨 氏 (物性研 )
rlHfectofSpinFluctuationson Itinerant
Electron Ferromagnetism n｣
3月 24日 山 田 宏 氏 (教育大理 )
｢磁性金属のスピンのゆらぎによる磁気抵抗｣
談話会
2月 5日 塩 谷 繁 雄 氏
多励起子系のボーズ凝縮 - その実験的観測-









東 _ 大 阿 部 龍 蔵 氏
物理教室談話会 5月18日
"人工認識の限界 "




人 の う こ き
o京大基研
川 畑 有 郷 氏 3月 1日より英国のImperialCollegeに留学
o京大物理
富 田 博 之 氏 4月1日より京都大学理学部物理学教室助手に着任
o広大物理
三 間 園 興 氏 4月 1日より広島大学理学部物性学科西川研助手として着任
された｡
茂 木 博 氏 4月1日より広島大学理学部物性学科中村研講師として着任
された｡
蔵 本 由 紀 氏 4月より9月まで学術振興会流動研究員として,広大理学部
物性学科西川僻に滞在
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海外 だ よ り
川 畑 有 郷 (ⅠmperialCollege)より


















事す｡先週はNeuns がParisの Orsay で聞いてきた金属の表面での磁性の話をし

















第 58回 研 究 部 員 会 議
第 59回 運 営 委 員 会
議 事 録
1973年2月 28日･3月1日
於 基 研 小 帯 義 童
田 中 正 , 安 野 愈 , 長 岡 洋 介
研究部員 23名 ､
運営委員 15名





































松 岡 修 (電通大 )
内 田 富 儀 (名 大 )
秋 山 義 博 (都宝大 )
高 田 客土夫 (東工大 )
服 部 敏 彦 (徳島大 )
堀 節 子 (阪 大 )
東 崎 昭 弘 (信州大 )
能 登 弘 (北 大 )
相 沢 洋 二 (北 大 )









2/ 1- 3/ 5



















大 槻 昭一郎 (九大理 ) 万 成 勲 (岡山大理 )
金 田 博 行 (新潟大理 )
古 市 進 (立教大理 )
河原林 研 (東大教養 )
校 本 賢 一 (富山大文理 )
古 井 伸 哉 (茨城大理 )
打二 幡 武 (東北大教養 )
′ト 谷 恒 之 (阪大教養 )
谷 川 安 孝 (神戸大理 )
西 島 和 彦 (東大理 )
以上 10名
次 点
1.堀 尚 - (金沢大理 )
2.猪 木 慶 治 (東大理 )
豊 沢 豊 (東大物性研 )
芳 田 杢 ( 〝 )
中 野 藤 生 (名大工 )
渡 部 三 雄 (東北大理 )
以上 5名
次 点
1.勝 木 渥 (信州大理 )
2.鈴 木 英 雄 (早大理工 )
3. 和 田 靖 (東大理 )
4. 三 輪 浩 (阪大種 )
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3.角 藤 亮 (名大理 )
4.寺 崎 邦 彦 (広大理論研 )
4.外国人招碑について















JohnRoss (M.Ⅰ.T) (統計力学 ) 12月












夫々の研究計画について提案説明があ り(資料 1参照 )質議が行われた｡
その後予算額と要求額が以下のように提示され
素粒子関係 座長 山 田 , 平 野
原子核関係 座長 樋 浦




所 員 自 由 研 究 費
旅 費 付 談 話 会
職 員 研 修
ア ト ム 型 研 究 員











































結論 としては,5計画 とも基研研究計画 としてふさわしい内容をもつもの
としてSupportすることになった｡ 5計画各々について.議論になった
点を含めて大略する｡




















































(守谷 ) <長期 3> の ｢非線型非平衡状態の統計力学｣は統計力学の総合 rev-
iewということで,内容を詳 しく伺ったところ魅力的な研究会である｡ 公
募すると参加者が多くなるだろう｡
























安野 ) Visitor制度については議長【乱 座長の話 し合いでも議論 したが,性格も
(議長 )
決っていないものなのでここで議論 したい｡

















































































































玉垣 ) 三者 と物性では要求の出し方も違 うし,校費を昨年並みぐらい出してもよい
のではないか｡





丸森 ) 核研では旅費が非常に苦 しいので,旅費をつけることはほとんど不可能だ｡
松崎 ) 物性 とは要求の出し方が違う｡ 中味で勝負しているつもりだが,それについ
ての配慮をして14万円以上認めてもらえないか｡








栓崎 ) 他にも要求 していきたい｡このままの解答でよいが,基研は三者が集まる機
会もあり,予 稿集の発送などをするにもいろいろと便利なので利用させてほし
レヽo














昭 和 48年度 前 期 研 究 計 画 決 定 一 覧
長 1..拡がりを持った素粒子像 と現象2 ベータ崩壊 とその周辺 並ー木美善雄,石田晋,_町田茂藤田純一,山田雅芙 大坪久夷 森田正人
期･研～ 究 3.非線型非平衡状態の統計力学4 dual_ity と対称性5 Urbaryon 模型による素p粒子反応6 素粒子の模型と構造 .松原武生,森肇,西川恭治,鈴木増雄高坂泰詔 黒田正明,位田正邦,栓田哲,
計 宮村修





4. 1eptonを prove とした 江幡武,柴崎一郎,磯親 ,藤垣雅司.
hadron.の構造の研究 牟田泰治,牲川章.林光男
5.◆核力と碍子多体系 L-6 固体内のフォノンおよび電 田中-,赤石義紀､和田正信,埠浦俊彦,
坂東弘治,永田忍,玉垣良三
植村泰忠,川路紳治,御子柴富夫,




旅- 費 疲 衰 研究会等開催予 定 時 期 備 考
･12-2月頃 ･12-2月大研究会
.6月, 8月, 11月 世話人会,研究会,■拡大世話入会
171(233) 1.5(20) I】










!テ マ 世 話 人 (提案説明者 )




′レ g)研究 p能登宏,両部恭久 一




VisitorRot.ationa1-Regionの ≡ Visitor 受入れ先
制度 MicroscopicTheory '1ー 山村正俊 (京大理 ) '佐賀大学理工学部
毒
1. 19.73年度三者若手夏eIi-≡喜三者セン_タ-(九州大学素粒子論核理論若手)
I学校 喜 栓瀬大浩 ~
2. 19L73年度物性若手グル 号吉田喜孝,武富敬,重松秀登,大田俊彦, tt l
-プ夏め学校 ･藤坂博- i
il




旅 費 校 費 開催予定時期li 備 考
万円 !万円 】
12 (18)5 .. 15(20) l 2,回集まる,計算費3
3 ( 3)8 15 15(20.) l1Ii i+算費
61.2(85) 60(80)
1.8(1.8)14 20)15 0(20) JAIi∫≦ 8月上旬～】【1 _3-4日間印刷費







通 じて行なったが,まだ白,他薦 とも応募者がないので適当な方があれば名前 を出
していただきたい｡2名募集 したが,財源の関係で1名しか派遣できないかもしれ
ない｡出席者は次回の部員会議までに決っていた方がよい｡募集〆切は今回研究部





いう国際会議に出席 した｡ この会議はSessionが次の3つに分れてお り
1. Axiomatic Field Theory
2. ParticlesandFields
3. StatisticalMechanics
数学 と物理の共通領域の会議 (MA¢ )で,出席者の大多数は物理学者,′ト数が数
学者であった.この会議阜2-3年間隔で,ソ連,西ヨーロッパ,米国, 日本まわ
りもちで開催 してはどうかという提案があり,賛成が多かった｡検討していただき




荒木 ) Tavkhelidze氏の話では, 10-15名 ぐらいなら大丈夫とのことだ
った｡
久保 ) ソ連で開催する場合にはヨーロッパ から近いから費用の面で大丈夫だろ
















での経過は小規模 "国際研究集会"世詩人会準備会抄録 参照 )
2月 10日,核研連が開かれた核研連委員長から核研所長あてに次の点に関 して




















って招待するかどうかという問題であり, ⅠVPAPが inviteする場合 とか,個
人や有志でやる場合 とはちが う｡
ベ トナムは特別だが,あと (一般的軍事研究 )はシュニ ッ トを入れられない








菅原 ) 個人的には出てくれるという了解をとっている｡私 としてはこれをcancel
することになる｡



































原 ) はっきりい うのはよいが, どこまでをはっきりさせるか｡ ｢原則｣とは
どう＼い うことをいうのだろうかO
湯川 ) 我々は軍事的研究 をやらない｡他の先進国の全科学者が認めるような一
般原則はむずかしいからいわない｡しかし我々としては,軍事研究をして
いることがはっきりしている人はよばないという原則でゆけばよい｡

















近藤 ) JASON の場合,非人道的な要素が入 りすぎた｡ friendlyの段階を
こえていると思う｡一方, "軍事 "に対する日本人の考えを知 らせる意味
で ｢我々の考えはこうである｣と学術会議や物理学会 の決議を知らせるこ
とは必要だと思 う｡





湯川 ) 関係者の方が困らないように助言 してあげたい｡
原 ) この人はこう,この人はどうと区別 できる形で明瞭な原則をつ くる必要
がある｡
湯川) 人間のもんだいではない｡JASON に commitしているか否かであ
る｡
並木 ) 研究者仲間だけで closeして微視的な ruleをっ くっても仕方がない｡
一般国民の常識の線まで原点をもぎさない とすじ道の通った議論ができな








































































学院基準 一 基準協会 一 について資料参照 )基準協会案はほとんど
設置審議会案をなぞっ七いるといっていいが.博士コースの必要単位数が












田中正 )全面的には賛成できない例として､大学で 一 特に大大学で 一 棉
手を選ぶ傾向が出るというこ.とだo
磯 ) はじめはもの珍らしく交流があったがだんだんしぼんできている｡












間題,産業 -- - )委員が集まり,筑波大学,大学院問題について pro-
jectteam を作ることにした｡反対声明原案に対し,伏見副会長か､ら意
見があり,一部修正されたが,全員一致で採択された｡
坂東 ) 地域別の研究者申織のことが言われているが,北陸では,富山 一 金




























長岡 ) それでは田中正氏には来年度も委員をお願いし,ほかに現委員三氏 (並
(議長 )木,山口.野田)と新議長団で小委員会を続けていくことれ たい｡
9.次期所長選出-の準備
















牧 ) 夫々の所員の任期から考えて formalにはあるといえる｡前回はFeト
lowship的か,助手 として共同利用研の.サービスにもあたってもら寸か
徹底 していなかった｡









長岡 ) 困難は考えられるが, ドライにわりきって1年採用するか,諸般の情勢
(議長 )
か ら今回はやめるかを審議 して頂きたい｡













湯川 ) 1972年の Supplementsとして,No.51(Nakar)ishi,Hara)
とNo.52(Ikeda,Marumori,Tanakaetal), 1973年の分と


















































































































敬 ) 48年度に2-3名の方をキエフに派遣できる｡ トリエステを含むヨーロ







































井上 健, 町田 茂
3.昭和48年度前期アトム型研究員決定
以下の方々が認められた｡
滞在時期(ノ本人の希望) -予算 (決定 )




黒 田 知 法 (東教大 理 D2) 4/20-
高エネルギー素粒子二体散乱
氷 上 忍 (東大 教養 Dl) 5月 ～ 6月
相転移にっいて
吉 川 幸 次 (東大 理 M2) 5/ 1 - 3 1
ニュートリノ現象論
島 田 徳 三 (東大 理 M2) 1 0月
HadronのDuality
松 尾 和 洋 (東大 理 Dl) 5月








豊 田 清 助 (東北大 工 ) 5月-7月 1ケ月
非可逆過程の続計力学
吉 田 俊 博 (福島大 教育 ) 8月 1ケ月
高エネルギー素粒子反応における影散乱
4.昭和 49年度概算要求について
















田中 ) その限りでは図書室の充実 ということ｡たくさん雑誌がでてきているが,
買っても読めるだろうか,という意見がある｡ /






位 田 ) 予算面の問題以外にスペースの問題 も深刻だ｡
田中 ) それは世界的な問題だ｡
牧 ) 建物については理工系の所長会議で実験系の基準を適用されていない研究





松田 ) 基研 として必要なのは文献センター,それも人がっくという事が重要だ｡













松由 ) review を書くような作業を,非常勤研究員に依頼 してはどうか｡
田中 ) おもしろいと思う｡ そういうことを客員制琴でやれないか｡
山口十 それには図書が充実する必要がある｡






湯川 ) 情報処理 のことがやかましく言われてい､るが,大きなことがおちている
ようだ｡ - たとえば基研の直面するような 一 一種の自己認識ができ
なくなっている｡
久保 ) 助手定員の完全化を特に重点的に要求できないのか｡














牧 ) 研究部員会議で休職にして任期 1年の人を採用する場合の問題点の指摘と
若い人から積極的にとれ.るよう努力してほしいという意見があったが､どう
するか考えていただきたい｡
田中 ) 岩崎 さんの場合に限るのか,一般論からいくのか｡
牧 ) Caseby Caseで考えていきたい｡最近では中野さんの外国出張期間の
例があるふ
田中 ) 休職にしなかった例があるか｡





田中 ) 履歴書をみた場合職歴に空白があると悪い印象を与 える｡ 事情 がちゃ
ん と理解 されない可能性 がある｡
久保 ) 事情 を説明 した証明書を基研から出 しておいたらどうか｡
湯川 ) fellowship なら1年毎に変ってもおかしくない｡職場をあちこち動き
まわっても不利にならない環境を日本でも作っていくべきだ｡
碓井 ) 非常に機械的にやっておく必要がある｡岩崎 さんが平気で帰ってこれる情
況を作っておかねばならない｡
中嶋 ) 本人 よりまわ りがなかなかわ りきれない可能性が高い｡
牧 ) 研究部員会議でも出ていたが,一年の任期が終ったとき空きポス トがあっ
ても延すことをしないとい うことを決めておいた方がよい｡
大貫 ) 条件を明記 してそれを認めた人だけが応募するようにしたらよい｡








牧 ) それはできる｡それで採用されたら,はじめの fellowship の期間は任
期に入れない｡
田中 ) 公募の際の名称を別の名前にするのはよいと思 うO
､牧 ) 基研研究生ではどうか｡
以上の討論の結果,岩崎氏の出張期間が延長 される場合,任期 1年の fello-









従来の規定のわか りにくい文章の手直 しを含んだ新規定案が示され了承 された｡
9.昭和48年度湯川奨学生選考
以下の方々に決定 した｡
素粒子,原子核関係 根 本 文 記
勝 矢 光 昭
補欠 1千 手 博 文 2菊 川 浩 行 3竹 市 恵 則
物 性 関 係 永 井 克 彦
補欠 1多 田宏 子 2五十嵐儀孝
以 上























































世話人 並 木 美喜雄
石 田 晋










世話人 藤 田 ∵純 一 (東教大理 )
山 田 勝 美 (早大理工研 )
大 坪 久 夫 (阪大種 )
森 田 正 人 (阪大種 )
3.非線型非平衡状態の廟計力学
趣旨と内容要旨

















来るべ き第三期にはこの種の新 しい状態と構造の統計力学として,第二期 とは異質
な特色を作 り出すと思われ,その研究は



































提 案 者 松 原 武 生 (京大理 )
森 肇 (九大種 )し連絡責任者〕
西 川 恭 治 (広大理 )
鈴 木 増 雄 (東大物性研 )



















SU(6) × 0(3), Regge理論 , chiral対称性との関連
2)振幅の構造解析,現象論的 dualityとdualmodel(その適用限界 )










高坂泰詔 (東北大理 ), 黒田正明 (東大理 上 位田正邦 (京大基研 ),
















(H型,Ⅹ型 )の spin構造が新 しい情報を与えるでしょうし, linereversed












































J 予備的打合せ (世詩人会 ) 6月始めまでに1回 .
B 拡大世話入会 (研究会の準備のための討論) 8月,10名-15名 (2-3日)
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昭和48年度基研前期研究計画応募一覧
Ⅱ 研究会 11月末までに,約30名 (4日間 )
(3)世 話 人
1972年度研究会 (1973年 1月 25-27日)で昭和 48年度の計画申請
をきめ,下記のわれわれが予定世話人に選出された｡
鈴 木 恒 雄
二 宮 勘 ､輔
牧 二 郎
益 川 敏 英 (音順 )




























香村俊武 (提案説明者 ), 鳴海 元, ′ト谷恒之, 高柳和夫,














血.日 時 :6月を予定, 3日間
皿.出席予定者 :20数名
林 忠四郎 , 海野和三郎 , 杉本大一郎 ∴ 佐藤文隆 , 武谷三男 ,
会津 晃 , 古在由秀 , 成相秀一 , 早川幸男 , 藤本光昭 ,
森本雅樹 , 海部宣男 , 寿岳 潤 , 小田 稔 , 奥田治之 ,
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桧岡 勝 , 平川浩正 , 菅 浩一
その他
Ⅳ.世 話 人
林 忠四郎 (京大理 )
早 川 幸 男 (名大理 )
佐 藤 文 睦 (京大基研 ) (連絡責任者 )
3.高エネルギー衝突での多重粒子発生
内 容
最近,新たにCERN-ISR, NAL-PS が稼働しはじめ, 実険室系にして数
TeVに至るエネルギー領域での多重粒子発生のデータが得られつつある｡ これらの
データと共に70GeV 以下での多種多様な加速器データや超高エネルギーに至るま







の位相体積｣素研44(1972), El ｢multipleProduction｣ 素研 45















高橋嘉右 (高エネルギー研 ), 菅原寛孝 (核研 ),
酒井 淳 (敏育大 ), 大場一郎 (早大<提案説明 ･連絡責










は程遠い状態のように思われる｡ 私達は,これ迄二回の研究会を通 じて, lepton
-hadron相互作用によって得られる情報をもとにして, hadronの括像を模索 し
てきた｡第 1回 (1971年 11月 )では, deep inelasticregionでのPom-
eronの問題､J-0 fixedpoleの特異な振舞い, scalingとhadronstr-
uctureの関連等について活発に討議さ叫 このどれもがhadronの多体的構造 と




による inclusiveprocess,〟pairproductior),neutrino反応, en- e
+ anything,e十e~ 反応等新 しい実験に対する理論面からの研究も行われ,･将













○ 世 話 人
江幡 武 (東北大 ),柴崎一郎 (敏育大 ),磯 親 (東工大),
藤垣雅司 (名大 ),性川 章,牟田泰三 (京大 )､林 光男 (大阪市大)
○ 参 加 者 数
約30名








(n) 2体核力 ･3体核力 ･核内核力
(即 核力に基づく4*≦ A≦16核子系の取扱い





(I)では3･4核子系を realistic核力を用いて解き上げることがほぼ完成 し, 3
･4核子系に関する多くの現象を精密に調べあげることが出来るようになった｡特に












あげる｡核子対相関とクラスター的相関の COuplpd problem を扱 ういくつかの



















世帯人 田 中 *) 月ヒ大酎
赤 石 義 紀 **)(北大理 )
和 田 正 信 (日大理工 )
栓 浦 俊 彦 (東大理 )
坂 東 弘 治 (福井大工 ) *)提案趣旨説明者
永 田 忍 (京大理 ) **)連絡責任者

























植村泰忠 (東大 ･理 ),川路紳治 (学習院大 ･理 ),御子柴宣夫 (電総研 )･
佐久間哲郎 (北大 ･工 ),堀 淳 一 (北大 ･理 )























との関係, SU(6)× α31分類との関連などを通 して,- ドロンを構成する基
本 "粒子 "の力学につながる問題も考えて
(ロ)世 話 人
近 藤 弘 樹 (佐賀大 )










































大 塚 仁 也
妹 尾 康 喜
淵 上 信 子
栓 岡 修
**


















































上村 (九大種 ),高田 (九大理 ),根本 (京大理 ),堀内(京大基 ),
坂東 (福井大工 ),鈴木 (新潟木理 ),池田 (新潟大理 ),
















小 川 泰 , 上 田 顕
提案説明者
栓 田 博 嗣
メ ン バー
市村孝雄 , 上田 顕 , ′J,JH 泰 , 荻田直史 , ′ト倉久和 ,
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種村正美 , 樋浦保秋 , 榎田博嗣 ′
グループの集る時期
5-6月 , 8月 , 12月 計 3回
5.蛋白質およびポリペプチ ドの立体構造
抑 内 容











(ロ) 大 井 龍 夫 京大化研
高 橋 敬 ′















④ 重イオン反応やNuclear fusionは fission の一つの逆過程と考えられる｡














高 木 修 二 (阪大基工 )(連絡責任者 )
末 包 昌 太 (大阪市大理 ) 原 田 吉之助 (原研 )
今 西 文 龍 (日大理工 ) 岡 井 末 二 (甲南大理 )
糸 永 一 意 (阪大基礎工 ) 村 岡 光 男 (阪大種 )
吉 田 弘 (阪大種 ) 若 井 正 道 (阪大種 )
栓 岡 和 夫 (阪大種 ) 徳 永 泰 司 (阪大種 )






佐賀大学教育学部理科 田 中 広 海
2. Visitorと題目,期間
京都大学理学部物理 山 村 正 俊
講義題目 RotationalRegionの MicroscopicTheory
期 間 3-4日程度






★ 申請者連絡先 佐賀市本庄町1(〒840) 佐賀大学理工学部物理教室











計画運動後期の事態にみられたように,権力に迎合 し研究者 自治を内部から破 り,





















o 三者センター (九州大学素粒子論 ･核理論若手 )



















吉 田 喜 孝 (九大 ･理 ･物理 ･Dl) 連絡責任者 ･提案説明者
































1) 教員の資格基準について, 2) 管理運営について(教授会 1, 3) 大学
院生の処遇について



































































2.われわれの基本姿勢 一 研究 と教育
近代主義的な ｢合理化｣を投資効率の旗のもとに文教政策面で強行 しようとする中
教審構想払 教育における差別 ･選別,大学間格差の助長,研究 ･教育の分離,研究
の centralization を一層強化する｡ この ｢合理化｣によってぬけ落ち,失われる
ものに,-研究 ･教育の最も重要な部分がある｡これに対して,われわれは国立,公立
であれ,いずれの教育 ･研究機関に属 していても.その場で教育 ･研究を統一 し.自
立 して遂行できる体制を確立して行かねばならない｡








(文責 : 安 野 , 長 岡 )
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｢全国研究者-のアピール｣-の返事のまとめ
学 術 体 制 小 委 員 会
川 返事のあった大学 (12校 )
① 金沢大,素 ④ 福井大,素 ･核 ㊥ 都立大 高エ ④ 早大,理工
⑤ 信州大 (勝木 ) ⑥ 市大 ⑦ 富山大,素･ ㊥ノ鳥取大(逢坂 )
⑨ 北大.素 ⑲ 九大,素核 ⑪ 名大,E.W.X研 ⑲ 京大,秦
脚 各問題点と討論内容
仰.,(ロ) '60年代の ｢改組 ･拡充｣について
名大 (E.W.研) 九 大 富 山 大 鳥 取 大
その要求は ｢理 うように形成さ あり,研究者~の
工系ブーム｣.により実現-の道が開かれた｡ れ､かつ具体化された｡ 要求でない｡
拡 充 物理教室倍増･学生数40→10 物理教室22→ 66. 教育→琴 育学部 学部ヽ教養部
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｢全国研究者-のアピー ル｣-の返事のまとめ
名大 (E.W.研) 九 大 富 山 大 ト 鳥 取 大
善くなった面 芳志;諾 霊芝 ti!なった○.任期制,RF制度がやれるよ.うになった○l 極 大によ:.｡研究者数が増 え.層が厚 くな った｡ ,1T享の協力が可常に】なった○
悪 くなった面 ･教育条件の悪 ･.教育密度の低イヒ 教官数/学生数 教官数の増加以
化 (マスプロ)･教室運営の限 ･不用意な院生 が低下したため 上に学生数が増
の増大化 格差が大きくな 大したため,敬
研究室 .教室 つた.教育のマ 育労力の増大
罪 仁 の有機的機能l 崩壊 スプロ化
































囲 研究者の固定化 ･高令化問題 と任期制について
① 固定化 ･高令化問題




④ 任 期 制
政府側の案に対して
･政府による人事統制になる(京大 )






京 ⑦ 各研究室の人妻の 富 ⑦ 人事が民主的に行なわ~れること㊥ 格差 是正され,研究者数を研





























































会 費 改 定 案
現 行(1972の牟員数 A 案 B 寒 C 案 C′ 琴
国 内 個 人 守.7080罰 . (72,巨星o)円 I(38.30.30d?C )Fq ≡ (59,0109円 (27%那 円
国 内 機 関 14β00 20,400 ･21,000 21,600. 21,600(213) (-42%) (46 %) (50-%) (50%)
海 外 個 人 12β00 1.50,00.0 16,000 18,000 1(85,0909
･海 外 機 関 1m 003) 2(75,80%q一 27pOU 27,000 27,000(50 %)1 (5 %) (5%)
海 外 商 社I 14400. 21ノ600 21600 ･21β00 21,600
凄 掛 958万円 1.044万円 1108万円 991万円









o 改定案の前提 (頁数増加に関する問題 )
P.T.P.I360p年 12冊刊行 とし,へeXtra-issueに対しては, extra-
chargeを支払､ーつてもらうこと妃する｡




















現 行 A 案 B 案 C 案 本 文
公 式 2000 3000 ~ 400-0 5000 p-2
+60(x-50) +1COO(5Ao-1) 十1(伽('E.-1) 十SX,(孟-1)
Ⅹ- 50 2000円 3000円 ･4000円 56.ooL円 4912円






･科研費補助金 (200万円 Ievelに停滞 - 相対的低下)1966の7970-
1972の 4.7%
･基研買上げの減少 1965-67の一1070- 1972-73の-4%o
･- 20% レベル supportは必要
(3) 学術雑誌の将来に関連する問題
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1972年 11月号の編集後記中 ｢芳台｣とあるのは ｢茅台｣の誤 りです｡
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